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の
概
況

水
稲
畑
地
栽
培

農業生産力増強対策？ピ環として、県内の停滞的な集団畑地｛、こ泄

或麟設を導入し、灌水栽培によ つて土地利用 })高度化をはかり安定

～的な生産向e上をはかる。斯様な主旨J)もと｛こ、県としても 100ヶ所

実施を基本方針として各市町村1ヶ所を選定した。

本村としても初試みであり、実施者も叉無経験の中に立つて改良

鬱・所の指導を仰ぎ、たゆまぬ努))と技術研究により、素睛らしい

成績を見ている。
炉， 9身’“

"1-:l~ う/した土撰水分の人為的コントールと、フィルムマルチによる

麟効果を利用した栽培技術によ つC、安定収堆或は作目選択範囲

饂 拡々大 ．． される要因が生まれ、今後心農業経営上に明るいニュー

ズを なりそうである 。：
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で
あ
り
水

分
は
一
五

％
以
内
を

目
標
と
し

て
充
分
乾

燥
す
る
こ

◎
良
質
米
を
作
り
ま
し
よ

＿つ春
以
来
好
天
候
と
皆
さ

ん
の
努
力
に
よ
り
良
い
稔

り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
昨
年
並
み
の

豊
作
が
確
保
で
き
る
見
透

し
な
の
で
今
年
も
更
に
良

：い，
い
米
を
作
っ
て
玉
川
村
産

米
の
声
価
を
よ
り
高
め
る

ょ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

◎
良
い
米
を
作
る
に
は

一
、
適
期
に
刈
取
り
を
す

• 

・.o
¥.-

a

る

c

刈
取
適
期
は
米
の
品
質

に
大
き
な
関
係
が
あ
り

刈
取
り
適
期
を
逸
す
る

と
全
般
的
に
品
質
が
悪

く
な
り
食
味
も
劣
る
ば

か
り
か
胴
割
米
の
原
因

と
も
な
り
ま
す
の
で
技

梗
の
三
分
の
二
程
度
が

黄
化
し
た
時
期
が
適
期

で
す
。

（
出
穂
後
四

0
日
l
四

五
日
頃
）

二
、
乾
燥

乾
燥
は
米

の
品
質
保

持
の
た
め

た一

で

出

せ

る

が

、

一

農

業

文

化

祭

に

つ

い

て

11

mII

本
年
も
農
業
文
化
祭
を
開
催
い
た
す
予
定
で
お
皿

車
は
こ
れ
ま
で

111111

り
ま
す
の
で
、
各
種
目
別
に
多
数
出
品
で
き
る
[

十
キ
ロ
ま
で
と
皿

な
っ
て
い
る
。
一
ょ
う
準
備
を
進
め
て
お
い
て
下
さ
い
。

と。長

期

間

の

は

せ

掛

け

は

軽

免

許

は

こ

れ

一

尚

開

催

日

程

が

確

定

す

れ

ば

十

月

の

広

報

「

た

一

早

刈

り

の

効

果

を

な

く

十

六

歳

以

上

か

一

ま

が

わ

」

に

掲

載

い

た

し

ま

す

。
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す

の

で

早

目

に

収

納

脱

こ

と

が

て

き

た
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し
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ら
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通
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お
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九
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瓢
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な
る
た
め
、
十
三
日
午
前
十
時

尋

賣

〔

一

枚

に

籾

量

二

、

七

上

に

な

ら

な

け

よ

り

、

関

係

者

羞

攣

¢
ー
三
、
八
¢
(
-
、

、
と

取
れ
な
い
こ
と
多
数
が
出
席
、

〗
疇
彎
ロ・ ロ
｀｀

□
[
ロン

五
斗
ー
ニ
斗
）
程
度
と
。
（
交
対
協
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新
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の
起
工
式

〗
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冒5／クる
9
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》

t
,

し
一
日
四
ー
五
回
か
く
よ
り
）
が
行
わ
れ
翌
四

‘
、
[
響
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二
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言
二
二
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念`

三
｀
□
い
[
[
〗
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□
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一

新

築

起

工

式

。
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6

る

・

た。

稲
を
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穀

L
二
回
が
け
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避
け
る

異

品

種

土

砂

の

混

入

は

て

入

札

決

定

期

工

事

は

、

鉄

筋

コ

ソ

ク

り

来

年

、

三

月

は

泉

中

前

商

品

価

値

を

著

し

く

損

リ

ー

ト

―

―

一

階

建

校

舎

一

棟

の

高

台

に

立

派

な

校

舎

が

）
郡
山
市
大
木
戸

一
、
一
四
七
平
方
米
で
あ
出
来
あ
が
る
。

九

月

一

日

か

式

会

社

に

落

札

し

十

一

日

の

臨

時

村

在

比

毛

統

計

調

査

が

て
議
決
し
、
本
契

結

さ

れ

た

。

十

月

一

日

行
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わ
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ま

す

軽
免
許
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「
軽
免
許
の
廃
止
」
は

さ
る
四
十
年
に
成
立
し
た
施
は
三
年
後
の
こ
と
し
九

i

私
達
は
い
つ
ど
こ
で
、
採
血
す
る
場
合
に
は
、
囚
体
重
が
男
子
四
十
五
kg

え

あ

り

ま

せ

ん

。

優

先

的

に

保

存

廂

液

が

血

道
交
法
の
一
部
改
正
に
含
月
か
ら
と
な
っ
て
い
た
。
＂
ど
ん
な
事
故
に
途
う
か
わ
採
血
前
に
医
師
が
健
康
診
女
子
四
十

k
g
以
下
の
人
ま
た
、
普
通
の
量
な
ら
お
世
話
さ
れ
ま
す
。
一

か
り
ま
せ
ん
。
絶
対
に
病
断
を
し
ま
す
か
ら
無
理
な
腐
高
血
圧
が
一

0
0
ミ
酒
を
の
ん
で
も
差
し
支
え
③
献
血
の
お
礼
と
し
て
記
血

こ
の
改
正
は
、
運
転
免
叩

許
制
度
の
合
理
化
を
は
か
一
気
を
し
な
い
と
断
言
も
で
採
血
は
し
ま
せ
ん
。
リ
以
下
、
最
低
血
圧
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
入
浴
も
念
品
を
さ
あ
げ
ま
す
。
一

◎
献
血
に
つ
い
て
の
問
い

111

111

き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
意
味

，`
献

血

で

き

な

い

人

一

0
0
ミ
リ
以
上
の
人
勿
論
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

る
ね
ら
い
で
考
え
ら
れ
た

111

合

せ

は

一

も

の

で

、

一

か

ら

健

康

な

と

き

に

献

血

い

十

六

才

未

潰

の

人

、

六

⑨

有

熱

者

、

そ

の

他

健

康

ん

。

一

県

庁

厚

生

部

薬

務

課

血

①
八
月
三
十
一
日
ま
で
に

111

を
し
て
、
他
人
を
助
け
自

11

分

が

病

気

に

な

っ

た

と

き

献

血

に

協

力

い

た

し

ま

し

よ

う

（

電

話

福

島

―

―

―

―

ー

ニ

―

-

)

-

軽
免
許
を
取
っ
て
い
る

人
は
、
普
通
免
許
を
受

l

に
は
、
皆
さ
ん
の
献
血
で

衛
生
研
究
所
採
血
室
111

（
電
話
福
島
器
ー
0
0
―-
g
)

＂

け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
叩
助
け
て
い
た
だ
<
|
↓
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る
が
、
普
通
自
動
車
は
一
れ
が
献
血
の
精
神
で
す
。
十
五
才
以
上
の
人
。
状
態
の
悪
い
人
。
献
血
を
さ
れ
た
人
は
、

運

転

で

き

ず

、

軽

自

動

車

叩

献

血

で

き

る

人

②

過

去

一

ヶ

月

以

内

に

供

採

血

し

て

も

身

体

に

影

次

の

特

典

が

あ

る

福

島

県

石

川

保

健

所

-

①
献
血
手
帳
（
血
液
型
記
（
電
話
石
川
―
―
―
―
―
-
・
血

（

長

喜

一

駁

以

下

、

幅

一

、

一

満

十

六

才

以

上

六

十

五

血

さ

れ

た

人

。

響

な

い

―――――――)-

'
オ
未
満
の
健
康
な
人
な
ら
③
過
去
六
ヶ
月
以
内
に
妊
一
人
・一
回
り
採
血
は
二
人
）
が
交
付
さ
れ
ま
す

三
料
以
下
、
高
さ
二
料
以r

ら

111

男
女
を
問
わ
ず
、
誰
れ
で
娠
し
て
い
た
人
、
現
在

O
O
C
C
で
す
が
、
採
血
し
＠
本
人
や
家
族
に
輸
皿
の
玉
川
村
役
場
住
民
課
Ill

下
、
総
排
気
量
三
六

OCC

以
下
）
し
か
運
転
で
き
な
一
も
献
血
で
き
ま
す
。
妊
娠
し
て
い
る
人
。
て
す
ぐ
働
い
て
も
差
し
支
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
（
電
話
川
辺
一
・
―
―
―
九
・
三
四
）
i
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昭
和
四
十
三
年
産
米
の

改
善
並
び
に
計
画
出
荷

十
月
一
日
に
は
、
全
国

昆》～
的
な
規
模
で
住
宅
統
計
調

査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

、
こ
の
統
計
調
査
は
住
宅

関
係
の
施
策
に
、
も
っ
と

も
必
要
な
統
計
を
つ
く
る

た
め
の
調
査
で
、
五
年
毎

に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
今

回
は
第
五
回
目
に
あ
た
り

ま
す
。こ

の
調
査
に
よ
っ
て
、

わ
が
国
の
各
都
市
各
地
域

の
住
宅
の
実
情
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
、

国
や
都
道
府
県
な
ど
が
立

案
実
施
す
る
住
宅
建
設
、

都
市
再
開
発
、
地
域
計
画

環
境
整
備
な
ど
の
資
料
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
の
実
施
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

企
画
室
統
計
係
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1
竜

決
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須
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1
小

高 崎

日と ④ すりほ間けすはり ＠いは働．：る生
のは睡睡れ八かを‘る一一こ睡 _o睡力 の 区 睡
活‘眠眠ば時の食八° 日定れ眠 眠のに＇た眠
動疲を方大間雑事時一八しは時 に再是疲は
に労十法体を用‘間日時な年間 優 生非労労
対を分 よ睡に運働を間い令 る産•必を・働
す回に い眠使動き三をがな・ 、 もの,'要回に
る復と ° 時い‘‘つ適‘ど のたで,¥.復ょ
精じる 間‘そ八に当大に はめ:,.,. さつ

力翌こ と残の時分と人よ な:'vこ労;せて

ばるなこけ十＇で を
健康手帳 ‘が方のな分あ‘
ニニ • ,. • • ' 内‘法たけにる簑

的ひがめれとかう
外と唱にば るら こ
的こえ ．‘なよ‘と
のとらいらうつに
刺でれろなにとな
激いていい心める
をえいろ 9が て の

と
り
去
る
こ
と
が
必
要
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
注
意

を
列
挙
す
れ
ば
次
の
と
お

り
で
あ
る
o

.

一
、
外
か
ら
く
る
刺
激
、

す
な
わ
ち
騒
音
、
人
声

気
流
、
低
温
、
高
温
な

ど
を
避
け
る
こ
と
。

二
、
の
み
、
南
京
虫
、
蚊

＼
は
え
な
ど
，．の
侵
入
を
な

｀
く
す
こ
と
ふ
9,＇

.• 
J, 三、

，．き
つ
い
下
着
類
は
脱

く
こ
と
。
か
け
ぶ
と
ん

•
•.•• も

あ
ま
り
重
ね
す
ぎ
な

、
こ
と
。

し
四
へ
刺
激
性
の
茶
、
コ
ー

窯
粉塁

ヒ
ー
な
ど
は
就
寝
間
ぎ

わ
に
飲
ま
な
い
こ
と
。

五
、
就
寝
前
に
は
感
情
の

動
き
を
大
き
く
す
る
よ

う
な
読
書
を
さ
け
る
こ

と
。

•

六
、
空
腹
感
の
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

,
i

畠

m
ヨ
樋

0
9

饉
~
A
霙
麗
疇
，
I
0

畠

の
平
均
寿
命
も
年
々
の
び

「
人
生
五

0
年
」
と
言
れ

た
時
代
も
と
う
に
過
ぎ
、

「
人
生
百
年
」
と
云
う
声

が
聞
か
れ
る
時
も
と
う
か

ら
ず
来
る
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
今
は
昭
和
元
禄

七
、
足
が
だ
る
か
っ
た
り

重
か

っ
た
り
す
る
場
合

に
は
足
部
を
高
く
し
て

括
‘く
こ
と
。

八
、
た
と
え
寝
つ
か
れ
な

く
て
も
、
気
に
か
け
な

い
で
心
の
平
静
を
保
つ

こ
と
。

九
、
就
寝
時
刻
を
平
素
か

ら
一
定
に
し
て
お
く
こ

と。

+
、
尿
意
が
睡
眠
中
起
き

な
い
よ
う
に
飲
水
を
つ

っ
し
む
こ
と
。

十
一
、
睡
眠
薬
は
つ
と
め

て
さ
け
る
こ
と
。
や
む

を
得
な
い
と
き
は
医
師

の
指
示
に
従
っ
て
服
用

す
る
こ
と
と
し
、
素
人

買
は
し
な
い
こ
と
。

と
い
わ
れ
る
平
和
な
時
で
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、
我

あ
り
、
年
々
社
会
福
祉
が
々
は
祖
先
の
残
し
た
立
派

向
上
さ
れ
老
後
の
保
障
が
な
業
績
を
参
考
と
し
、
何

確
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
も
昔
の
も
-の
ま
ね
を
し
ろ

と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
と
い
う
で
は
な
い
が
、
民

が
、
反
面
人
間
関
係
と
い
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
し
た

う
も
の
が
、
や
や
も
す
れ
が
い
、
人
と
人
と
の
心
の

ば
薄
れ
が
ち
と
な
り
人
情
結
ぴ
つ
き
が
あ
り
、
お
互

味
あ
る
社
会
が
遠
ざ
か
っ
に
社
会
の
た
め
に
つ
く
す

て
行
く
感
じ
が
し
て
な
ら
忍
耐
力
と
協
調
性
を
も
ち

な

い

。

人

情

味

あ

る

社

会

を

き

づ

歴
史
は
、
人
間
社
会
が
き
た
い
も
り
で
あ
る
。

,
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.

.
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.

.

.

.

.

.

.

.
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.
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＂
福
島
県
移
動
交
通
事
故
相
談
所
が
開
設
さ
~

相
談
日
毎
月
十
日
(
+
日
が
休
日
の

~

一

せ

れ

ま

す

。場
合
は
そ
の
翌
日）

＂

叫
ら

平
日
九
時
か
ら
十
六
時
ま
で

L

士
曜
日
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
四ヽ

一
知

場

所

須

賀

川

市

体

育

館

会

議

室

叩

i

ぉ
◎
あ
ら
ゆ
る
交
通
事
故
相
談
に
つ
い
て
無
i

1
1
1

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
~

a
 .... ―●●● 
___ ＿_＿＿＿_―-＿＿_＿ 
___ 
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「
気
笛
一
声
新
橋
を
」
し
て
親
し
ま
れ
て
参
り
ま

昔
な
つ
か
し
い
鉄
遥
唱
歌
し
た
が
、
こ
こ
に
駅
の
あ

の
と
お
り
へ
明
治
五
年
十

，
ゆ
み
に
つ
い
て
記
し
て
見

月
新
橋
ー
横
浜
間
に
鉄
道
ま
し
た
。

が
開
通
し
て
九
五
年
に
な
水
郡
線
が
開
通
し
た
の

り
ま
す
。
泉
郷
駅
も
昭
和
は
、
昭
和
九
年
十
二
月
四

九
年
十
二
月
開
設
以
来
、
日
で
泉
郷
駅
は
、
線
内
最

戦
前
戦
後
を
通
じ
、
数
々

，ん
後
の
開
通
区
問
磐
城
棚
倉

の
思
い
出
や
、
夢
を
の
ぜ
川
東
間
に
含
ま
れ
最
終
開

多
く
の
人
々
の
玄
開
口
と
：
業
と
な

＂っ
て
い
ま
す
。

,9-.n. __ 
＿＿＿ 
__ 
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―
-I-
●_＿＿_＿＿
-
1
こ――
-1-
＿＿＿＿＿＿
-
I
I
・＿＿＿＿＿＿＿一―――
-1-_
＿_＿
___ ＿

.I-_＿彎
z
t

一

ま
ち

一

朝

明

け

の

街．

溝

井

一

郎

叩

一

一
ー
朝
空
に
鉄
塔
高
く
そ
び
ゐ
て
二
分
に
さ
れ

111

し
街
明
け
て
来
ぬ

一
平
坦
に
配
置
さ
れ
た
る
朝
あ
け
の
街
の
色

9-

111

彩
目
に
し
む
ば
か
り

-9ア
ー
週
間
も
過
ぎ
ぬ
問
も
な
き
青
田
な
り
そ

i

＂
の
果
遠
く
那
須
の
雪
消
ゆ

11

大

空

を

か

け

め

ぐ

り

き

て

巣

の

箱

に

飼

ひ

血

一
な
，
，さ

れ

し

あ

わ

れ

な

る

鳩

一

11

新

し

き

ゴ

ム

靴

は

さ

し

朝

戸

出

は

抜

き

も

血

の
に
会
ひ
た
る
如
し

、'’

,
；
．
i

一
9
 
1111(111111~1111i(1iiit_i

,i~1111111-

, 
――
-
m
-
l
=＝m
;
,
'
1
1
111
11 ,
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,
9
9
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`
〗
[
〗
い
／
女

岩

法

寺

佐

久

間

初

枝

倉

蔵

姦

亦

の

長

女

ク

村

越

美

栄

子

：

清

―

―

-

．

女

南

須

釜

小

原

伸

夫

保

孫

ク

大

越

昭

子

：
吉

ク

ヅ
＾

4

芥．
芦J

戸

光

恵

惣

今ク

吉直男

部
落

川

辺
小
，高

南
気
釜 ご

逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

[
 

（
八
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

[

9

 

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

大

竹

多

美

夫

主

要

介

の

父

国

井

重

世

重

信

父

円

谷

ミ

ザ

兼

｀
良
＂
褻

ゞ
に
.
_
-
＝
＝
＝
＝
-
＝
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=
＝
1111 
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開
業
後
今
年
て
三
十
四

Ill

年

に

な

り

、

当

駅

は

国

鉄

一

初

秋

関

根

栖

泉

一

.• 
,`.‘
.，

0
 

の
業
務
機
関
、
所
在
地
は
血11

雨

去

り

て

芋

ひ

く

＜

翔

つ

秋

の

蝶

皿

玉
川
村
大
字
小
高
字
中
村
〗

ー

ひ

と

の

言

外

ら

す

＿`
局
に
憂
ひ
あ
り

、

前
と
登
録
さ
れ
、
水
戸
局

m

―
l
J

二
駅
中
、
村
内
所
在
[
鉤
り
落
す
鱒
に
生
可
せ

vる
早

稲

の

風

血

駅

六

駅

の

少

な

い

中

に

数

皿

疲

れ

寝

の

妻

に

タ

ベ

の

法

師

蝉

．
つ
つ
が

え
ら
れ
て
い
ま
す
9

〗
老
い
の
日
の
恙
な
く
あ
り
法
師
蝉
血

111

雨

後

の

日

ゃ

閉

す

堂

扉

の

百

日

紅

』

水
戸
起
点
―
一
五
キ
ロ
血

血
，
蜻
蛉
失
せ
野
路
の
雨
雲
く
ず
れ
出
す

――

1
0
 0
メ
ー
ト
ル
、
郡
山
皿

皿

秋

風

の

瀬

音

に

部

屋

の

灯

を

残

す

叩

起
点
二
七
キ
ロ
一

0
0
メ
血

"-=＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝=―――-＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝=-＝＝＝-＝＝＝-＝-==＝＝＝＝-＝＝-＝＝＝-= 1111111111 
==―――
111111111111111111111111 ＝＝==＝＝＝＝
-m-＝＝＝=＝＝＝=ー-"

ー
ト
ル
の
地
点
で
す
。
血

な
お
、
駅
の
名
称
に
つ

水
郡
線
の
線
路
の
変
遷
常
陸
大
子
間
開
通
。

い
て
は
、
旧
泉
村
所
在
で

か
ら
当
駅
誕
生
ま
で
を
見
昭
―
-
·
―
―
―
•
一
水
戸
鉄
道

泉
駅
が
相
応
わ
し
い
と
こ

ミ

、

ま

す

と

次

の

よ

う

に

な

っ

水

戸

常

陸

太

田

閻

ど

上

こ

て

い

ま

す

。

管

谷

へ

常

陸

大

宮

間

は

ろ
で
し
↑
ヵ
常
磐
線
に

国
有
鉄
道
と
な
り
水
郡

泉
駅
が
で
き
て
い
た
の
で、

明
一
―
1
0
・
1

―・一
．

i
(

水
戸
鉄
道

水
戸
久
慈
川
＇（
現
河
合
線
と
な
る
盆
昭
和
四
年

泉
郷
と
し
た
と
聞
い
て
し

ま
す
。駅

本
屋
の
面
積
八
〇
、
附
近
）
間
開
通
9

当
地
方
の
陸
軍
特
別
大

七
平
米
庇
下
二
九
、
三
平
明
一
―
―
―
―
•
四
•
一

＇

太
田
鉄
道
演
習
に
天
皇
陛F
御
統

米
と
そ
の
他
貨
物
上
家
、
久
慈
川
冨
匹
河
合
附
近
）
監
の
た
め
国
有
と
し
設

保
管
庫
、
便
所
を
有
し
開
太
田
間
開
通
。
｛
．＇≪，

備
が
重
要
視
さ
れ
た
）

業
当
時
の
造
り
で
い
さ
さ
大
七
・
六
・
―
―
―
水
戸
鉄
道
昭
四
・
写
・
1
0

水
郡
線
を

水
郡
南
線
と
改
称
、
水

管
谷
、
瓜
連
間
開
通

上

郡
北
線
笹
川
（
現
、
安

か
現
代
の
建
物
と
ず
れ
た

惑
が
あ
り
ま
す
。
棉
内
に
大
七
・
1
0
:11
―
―
―
水
戸
鉄
道

瓜
連
、
常
陸
大
宮
間
開
積
永
盛
）
谷
田
川
間
開

'．，？
通
9
]

／

．^

よ
り
本
線
、
下
り
本
線
ヘ・‘f

.，
通
。

昭
写
．

g
．
―
-
〈
水
郡
南
線

下
り
一
番
線
、
貨
物
線
を

”

．

常
陸
大
子
東
舘
間
開
通

持
ち
こ
れ
に
附
属
し
た
ポ
大
西
・
八
・
一
写
山
方
宿
、

昭
六
・
'-
0
・
1
0

水
郡
南
線

イ
ン
ト
五
箇
が
設
備
さ
れ
上
小
川
間
開
通
。

て

い

ま

す

。

昭

―

-

・

―

―

―

・
1
0

上
小
川
、

東
舘
、
磐
城
塙
間
開
通

昭

、七
・
―
-
・
―
―
水
郡
南
線

磐
城
塙
、
磐
城
棚
倉
間

開
通
。

[

昭
九
·
―
―
-
•
四
水
郡
南
線

磐
城
棚
倉
、
水
郡
北
線

川
東
間
開
通
。
水
戸
、

安
積
永
盛
間
全
通
。
南

北
線
を
併
合
し
て
水
郡

線
と
改
称
（
当
駅
開
業

年
月
日
）

昭
―
―
写
・
八
・
一
泉
郷
駅
は

従
来
仙
台
鉄
道
局
福
島

管
理
部
管
轄
D
現
場
の

と
こ
ろ
、
国
鉄
機
構
改

正
に
よ
り
水
戸
鉄
道
管

理
局
に
移
管
現
在
に
至

る
。

駅
開
業
か
ら
現
在
ま
で

駅
長
は
十
二
代
目
で
、
そ

の
初
代
は
大
沢
正
季
氏
で

し
た
。
以
前
自
動
車
及
び

道
路
と
も
に
発
達
し
な
か

っ
た
頃
に
は
農
産
物
、
林

産
品
石
材
等
品
名
も
多
彩

で
貨
物
の
発
達
も
多
く
、

特
に
戦
時
中
は
陸
上
に
お

け
る
大
量
輸
送
を
受
持
ち

そ
の
任
務
を
果
し
て
来
た

が
、
戦
後
次
第
に
自
動
車

に
転
嫁
し
へ
至
空
仁
で
は
そ

の
名
残
り
を
留
め
て
い
る

様
相
の
域
を
脱
し
得
ま
せ

ん
。
旅
客
も
乎
行
す
る
沿

道
を
往
復
す
る
バ
ス
は
道

路
の
拡
張
整
備
に
伴
っ

c

頻
繁
に
運
行
さ
れ
：＂
か
つ

て
は
八
名
も
居
た
職
員
は

ン
、
9
、『-

役

場

八
・
―
―
―
石
川
地
方
町
村
職

員
野
球
大
会

八
・
九
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
コ
ソ
テ
ス

ト
実
施
打
合
せ
会

八
•1
0

石
川
地
方
町
村
職

員
卓
球
大
会

八
．
―
-
―
-
玉
川
第
一
小
建
築

委
員
会

ク

村

議

会

全

員

協

議

会

八
・
一
六
庁
内
大
掃
除

八
・
一
九
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
コ
ン
テ
ス

ト
大
会

八・―
1
0

農
業
委
員
会

八
・
―
―
―
臨
時
村
眺
会

八・―
-
i

へ
住
宅
統
計
設
明
会

ク

玉

川

第

一

小

建

築

委
員
会

鴫

八
｀
―
―
―
↑
~
老
人
健
康
検

老診

八
・
天
玉
川
第
一
小
入
札

ハ
・
―
―
や
~
―
―

l
Q
昭
和
四
一1
年

度
一
般
会
計
国
保

特
別
会
計
決
算
監

査

八
•
_
-
＝
臨
時
村
議
会

九
．
―
-
総
務
委
員
会

九
・
―
―
―
玉
川
第
一
小
起
工

、式

ま投 ④ い農す刈④ ツ

す 稿 詩° 作゜入今を
° を‘ 業充等月楽↑ヽヽ ---- ---~ 
お俳 に分農下し秋間め体秋書④
こま 句 励体 繁旬ん空に勉をで--.:九
，ち‘ んに期よでの澄学きあス月
し短 で注とりく下み仕たるポ十；
て歌 く意な‘だスき事い 0 1・: 月＾
お等 ださり稲さポつのるまツしま
りの されまのい 1た合たづの読

~ ――…↓ 麻 囀 教
育
委
員
会
＇

公

民

館

八
・
写
青
年
陸
上
競
技
大

会

八
・
八
第
二
回
村
民
登
山

大
会

八
・
七
！
八
教
委
、
文
教
委

員
学
校
訪
問

青
年
学
級

〇

石
川
管
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営
業
実
績
に
応
じ
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経
営

．担
ぅ
鉄
道
網
と
村
の
玄
関

が
合
理
化
さ
れ
、
現
在
駅
口
泉
郷
駅
と
、
当
村
内
に

長
以
下
四
名
、
委
託
員
一

，敷
設
さ
れ
て
い
る
八
キ
ロ

名
の
さ
さ
や
か
な
駅
に
変
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貌
し
ま
し
た
。
時
代
の
流
及
び
用
地
を
今
後
と
も
永

れ
と
は
言
え
、
誠
に
懐
古
く
可
愛
が
っ
て
下
さ
い
。

の
情
を
禁
じ
得
な
い
何
物
尚
、
当
村
内
に
は
、
昭

か
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
和
三
十
四
年
六
月
一
日
川

村
内
の
皆
さ
ん
、
全
国
辺
沖
駅
（
無
人
駅
）
が
開

に
広
が
る
輸
送
の
動
脈
を
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。




